
第5回「珠玉の能・狂言」
令和５年12月2日（土）午後２時開演（午後１時開場）

狂言「寝音曲」（大蔵流）山本則俊

能 「鷺」（観世流）大槻文藏
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横浜能楽堂長期休館前のシリーズ最終公演。

白一色の扮装で純粋無垢な鷺を表現する能「鷺」

狂言の謡を堪能できる「寝音曲」

珠玉の能・狂言２曲を上演。

チケット料金：S 席７,０００円　A 席６,０００円　B 席５,０００円
チケット発売（初日は電話・Web のみ）：
令和５年９月９日（土）正午から [ 友の会先行：令和５年８月31日（木）～９月３日（日）]

お申込み・お問合せ：横浜能楽堂　
　　　　　　　　　　〒220-0044 横浜市西区紅葉ケ丘 27-2
　　　　　　　　　　電話 045-263-3055（9:00～18:00）
　　　　　　　　　　Web https://yokohama-nohgakudou.org/

主催：横浜能楽堂（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等活性化・ネットワーク強化事業）
　　　独立行政法人日本芸術文化振興会

検索横浜能楽堂



交通のご案内
◇電車利用 /JR「桜木町」下車北改札・西口徒歩12分、市営地下鉄線「桜木町」
下車南 1 出口徒歩 12 分、みなとみらい線「みなとみらい」下車徒歩 20分、
京浜急行線「日ノ出町」下車徒歩15分（タクシー利用は各駅共約5分） 
◇バス利用／戸部１丁目（市営バス103、292系統）下車徒歩５分／紅葉坂（市
営バス８、26、58、101、10５、106 系統／神奈中バス横 43、横 44、港 61
系統／京急バス１１０系統）下車徒歩 9分
※駐輪場・駐車場はございません。ご来場の際には電車・バスをご利用下さい。
※内容・出演者に変更がある場合がございます。あらかじめご了承下さい。※
会場への飲食物の持ち込みはご遠慮下さい。※お買い求めいただいたチケット
は公演中止の場合を除き、変更払い戻しはいたしません。※公演中止の場合に、
旅費等の補償はできません。チケット券面額以外は一切ご返金できません。
　〒220-0044 横浜市西区紅葉ケ丘２７-２
https://yokohama-nohgakudou.org  tel.045-263-3055
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プロデューサー：中村雅之

　大規模改修工事による長期休館前のシリーズ最終公演。「珠玉」の能・狂言で中締めとします。

　能「鷺」は、鳥をシテとする稀な曲。人間を超越した「無心の趣」で演じなければならないとされ、還暦を過ぎた者、あるいは

少年が、直面（面を付けない）で舞うのが常となっています。能の中でも、重い曲の一つで、上演の機会は多くはありません。

　全身白一色の扮装で高い品格や正常さを表現する本曲を現代の能楽界を代表する「人間国宝」の大槻文蔵が、めでたく舞い

納めます。

　狂言は、大蔵流の重鎮・山本則俊が、狂言の謡を堪能できる人気曲「寝音曲」を演じます。

狂言「寝音曲」（大蔵流）
 シテ（太郎冠者） 山本　則俊
 アド（主） 山本　則秀
 後見 山本　則重

能「鷺」（観世流）
 シテ（鷺） 大槻　文藏
 ツレ（王） 観世銕之丞
 ワキ（蔵人） 福王茂十郎
 ワキツレ（大臣） 福王　和幸
 ワキツレ（従臣） 喜多　雅人
 ワキツレ（従臣） 矢野　昌平
 ワキツレ（輿舁） 村瀨　　提
 ワキツレ（輿舁） 村瀨　　慧
 アイ（官人） 山本泰太郎
 笛 杉　　市和
 小鼓 大倉源次郎
 大鼓 國川　　純
 太鼓 小寺真佐人
 後見 観世　淳夫　赤松　禎友　大槻　裕一
 地謡 浅井　文義　浦田　保親
  浅見　慈一　泉　雅一郎
  武富　康之　長山　桂三
  谷本　健吾　安藤　貴康

山本則俊（やまもとのりとし）
狂言方大蔵流。1942年三世山本東次
郎の三男として生まれる。鍛え上げられ
た見事な型と、張りのあるよく澄んだ声
に定評がある。90年芸術選奨文部大
臣新人賞、07年芸術祭優秀賞等受
賞。12年旭日双光章受章。重要無形
文化財総合認定保持者。

能「鷺」（さぎ）
王が夕涼みのため神泉苑へと行幸し

ます。洲崎にいる鷺を面白く感じた王

は、鷺を捕らえるように命じます。命

じられた蔵人が鷺を捕らえようとす

ると鷺は逃げますが、蔵人が「勅諚

ぞ」と呼びかけると、鷺は地面にひれ

伏します。喜んだ王は鷺と蔵人を召し

出だして五位の爵を与えます。鷺は嬉

しそうに舞を舞い、空へと飛び立って

いくのでした。

狂言「寝音曲」（ねおんぎょく）
太郎冠者が家で謡う声を聞いた主人は、翌日

さっそく呼び出して、自分の前で謡うように命

じます。今後たびたび謡わされては困ると思っ

た太郎冠者は、酒を飲んで、妻の膝枕で寝て

謡わなければ声が出ないと偽って断ります。す

ると主人は、酒をふるまい、自分の膝枕まで

貸すと言います。太郎冠者は、仕方なく主人の

膝枕で謡い始めますが……。
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大槻文藏（おおつきぶんぞう）
シテ方観世流。1942年大槻秀夫の長
男として生まれる。曲に対する深い理解
と卓越した技術で数多くの舞台を勤
め、多くの復曲も手掛ける。16年日本芸
術院賞、02年紫綬褒章ほか受賞多数。
18年文化功労者。重要無形文化財各
個認定保持者（人間国宝）。


